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2020 年度  

ジェンダー研究所事業報告書 

▶ジェンダー研究所 2020 年度事業概要──────────────── 

先端的ジェンダー研究を⽬指して 
 

2020 年度は、研究所の が わるとともに のパンデミックによって研究所の活動において⼤
きな ンジの年となった。研究所の バナンスに対する課題がパンデミックの中での研究活動に影
響を え、研究所の研究活動は のものに まった。その中で ジェンダー研究 23 が 事
されたこと、IGS セミナーや国際シンポジウムがオンラインで開催されたことは成果である。 より
研究を 実させていくための年となったと える。学会等がオンラインに していく中で研究プロジ
ェクトからなる や学会 は、 的に われた。 
 
構成メンバー 

⼦ 教育学 教授が所⻑に就任。 任教 の申 は教授に 任した。 の 任教 、研究
、 任 、 任リ ー フェロー、 カデミック・ シス ントについては前年度の が さ

れた。 研究 は 2 名で、前所⻑の⽯井クンツ昌⼦名誉教授は本学 代 を務める ルウェー 学
⼤学 NTNU との国際 同プロジェクトに継続 、 理⼦名誉教授も前年度同 研究プロジ

ェクトに した。NTNU との国際 同プロジェクト ンバーである佐 ⼦ ⼤学 任 と、
バ ィカル期間中 IGS に研究拠点を置いた 実 ⼥⼦⼤学 教授の 2 名が、研究 ⼒ として

研究所事業に した。 
［参照：本報告書 154～155 頁 資料շ「国立大学法人お茶の水女子大学ジェンダー研究所規則」 

122～133 頁 資料①「構成メンバー」］ 

 
研究プロジェクト 

研究所の となる研究プロジェクトは、昨年に き続いて ・思 とジェンダー、 ⽣
・ とジェンダー、 ・移動とジェンダー、の各 において に進めるとともに、
の 機的な 携において研究成果を 成している。2020 年度は、IGS 研究プロジェクトとして所 研

究者それ れが進めている 同研究・ 研究が 7 、研究代 者または 担者として外 を
しての研究プロジェクトが 9 おこなわれている。さらに前年に き続き、 ルウェーリ ー カウン
シル INTPART の下での ルウェー 学 ⼤学 NTNU ジェンダー研究セン ーとの 同プロジェク
ト ジェンダー 等／ダイバーシ ィ ルウェー・ 本 同研究 も進められた。 17 のプロ
ジェクトが進 している。2020 年度は新型コロナウイルス感染症の ⼤により、さま まな取り みを
オンラインで実施することになったが、それ れのプロジェクトが 的に研究会やセミナー、国際シ
ンポジウムを開催した。また、学会 や 、 による成果 もおこなわれた。 

［参照：本報告書 13～40 頁 「研究プロジェクト」］ 

  

事業  

▶ジェンダー研究所概要─────────────────────── 

ー ジェンダー研究 して を  
お茶の⽔⼥⼦⼤学ジェンダー研究所は、 本にお るジェンダー研究の国際的研究拠点として、国

際的な学 ットワークの構 を主要 的とし、⾼⽔ の国際的研究プロジェクトの実施、国際シン
ポジウム等の開催、国際的教育プログラムの実施、学 の 、研究教育成果のグローバルな

と 会 を 進している。 

ジェンダー研究所の は 年の⼥性 に る。以 、⼥性 研究セン
ー 年 、ジェンダー研究セン ー 成 年 と改 を重 、 本のジェン

ダー研究の に してきた。そして、お茶の⽔⼥⼦⼤学が 年を えた 成
年、 ジェンダー研究所 と名 を改め、 グローバルリーダーシップ研究所 と に、 グローバル⼥性
リーダー育成研究機構 構成研究所となった。ジェンダー研究所は、これまでに ってきたジェンダー
研究・教育および国際的学 ットワーク構 の実 を に、グローバル⼥性リーダー育成研究機構
にお る中 的な研究機関として、学際的かつ 的な研究をより 進し、グローバルな研究成果
と学 ットワーク構 に務める。 

［参照：本報告書 ～ 頁 資料շ「国立大学法人お茶の水女子大学ジェンダー研究所規則」］ 
 

ジェンダー研究所    ジェンダー研究  

1875 東京⼥⼦師範学校（お茶の⽔⼥⼦⼤学の前⾝）開校 

1949 お茶の⽔⼥⼦⼤学設⽴ 

  

 研究 ン ー  

1993 ⼤学院⼈間⽂化研究科博⼠後期課程⼈間発達学専攻「⼥性学講座」を創設 

 ジェンダー研究 ン ー ジェンダー研究 を⽬的 研究  

1997 ⼤学院⼈間⽂化研究科博⼠前期課程発達社会科学専攻「開発・ジェンダー論コース」設置 

1998 ⼤学院⼈間⽂化研究科博⼠後期課程「⼥性学講座」を⼈間発達科学専攻「ジェンダー論講座」に改組 

200  2 ジェンダー研究 ン  

2004 国⽴⼤学法⼈ お茶の⽔⼥⼦⼤学設⽴ 

2005 ⼤学院⼈間⽂化研究科博⼠後期課程「ジェンダー学際研究専攻」設置 

2006 ⼤学院⼈間⽂化研究科博⼠前期課程「ジェンダー社会科学専攻」設置 

2007 ⼤学院⼈間⽂化研究科を⼈間⽂化創成科学研究科に改組 

20  ー ーダー 研究  ジェンダー研究所  
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2020 年度  

ジェンダー研究所事業報告書 

プロジェクト 

2020 年 4 ⽉ 7 に 事態 ⾔が せられ、⼤学 ンパスが閉鎖されたことから、す ての授業を
オンラインで実施することとなった。その後 6 ⽉ 1 から⼤学の閉鎖は解 され、後期授業は 本オン
ライン⼀ 対 の授業となった。この の事態においても ることなく、ジェンダー研究所所 教

による学 ・⼤学 での は実施された。 は学 向 に ⽐較ジェンダー グローバ
ル と グローバル 学実 グローバル 学 グローバル とジェンダー 国際
開 、⼤学 向 に ⽐較 ジェンダー学際研究 ジェンダー 学・ フ
ェミ ム理 の 点・ 国際 会ジェンダー 研究 ジェンダー ジェン
ダー 会 学 国際 会ジェンダー である。 

また所 教 指導のもと、5 の ⽣が 前期課 ジェンダー 会 学 開 ・ジェンダー
コース を修 した。 

［参照：本報告書 101～106 頁 「 プロジェクト」］ 
 

 

国際的学 ジェンダー研究 23 は 2019 年 12 ⽉に開催した IGS 国際シンポジウム トランス
ジェンダーが うてきたこと ・ ・ イデン ィ ィ での を まえ、同題 で 集を

だ。今 では、シンポジウム登壇者による招待 に え、初の みとして にて 集
を った。そのほかに ろ⼦ ⽣の 集を 、また世界各地からの の中から

な 査を て 可となった 、そしてジェンダー研究の動向を⽰す を している。
本 は 2020 年 7 ⽉に された。 

集・ 理 では、 ・ の ⼊のほか、所 研究者らの や、主催シンポジ
ウムやセミナーの関 の ⼊を進めた。また、ジェンダー研究所 以来の事業 の ⼦ プロ
ジェクトも き続き実施されている。 成後には、本学にお る⼥性学・ジェンダー研究の を⼀
できるようになる。昨年より開 した ジェンダー研究 イトでは、各 への DOI
を したことによってこれまでの への クセスがさらに容易になったほか、 フ ームや

要 の など、 ジェンダー研究 への を する 者に必要な が本 イトに集 さ
れている。 

会 の では、⼀ 開のセミナー・シンポジウム等開催による事業成果 会 のほか、所
研究者は、 外国 や 機関、また⾮ 利 からの 等を 的に き 、またその
成果が新 ほか ディ に多数 されるなどして、各々の研究成果の 会 に めている。 

［参照：本報告書107～112 頁 「学 成 の 」 113～116 頁 「 料 子 web 」 117～119 頁 「 」］ 

 

事業  

ン ジ  

2020 年度は新型コロナ感染 ⼤のため、イ ントはオンラインでの開催を なくされたが、主催国
際シンポジウム 2 、主催 IGS セミナー10 、主催 IGS 研究会 1 を開催した。シンポジウムは、

INTPART プロジェクト ルウェー 学 ⼤学ジェンダー研究セン ーと IGS による国際 同研
究プロジェクト と AIT ワークショップ ジェンダー研究所と イの ジ ⼤学 ⼤学 AIT
との 携により実施している国際教育プログラム という、ジェンダー研究所が ってきた国際研究交
流の実 を として開催したイ ントである。また IGS セミナーは、 任 ・ 任リ ー フェロ
ーらが、各 の の研究成果と国際的な ットワークを⽣かして したものである。 

ルウェーのジェンダー 等の りようの 的 、フィールドワークを主 とする国際教育交流
の 、⽣ ART の デー の のインフラストラク ーとしての活 、 国移

理 ジーム下で される移 とその の 会 間、 精⼦・ ⼦による くりとドナ
ーリン ング、 ージ ・ウルフのフェミ ム、 事 者のディーセントな のた
めのインド シ にお る 事 者の 、 本の⼤学で外国 の⼥性教 が するイン ーセ
クショナルな 題など、 ー の⼀ からは、ジェンダー研究の学際性が⾒て取れる。 

オンライン開催であったことから、国内外から例年を える多数の 者を えることができ、国内
外の研究 ットワークの構 とジェンダー研究の に することができた。 

［参照：本報告書 41～74 頁 「国 ン ジ ー」］ 

 
プロジェクト 

海外から 名な研究者を招聘することが主眼である 招聘教授プロジェクトは、新型コロナウイル
ス感染症の世界的な流 の影響により を なくされた。年度 中で教育 的の海外招聘へのビ

は 段の事 対 となり⼊国 による は されたが、パンデミック状況の継続は
招聘交 の難しさの要 となっている。 

［参照：本報告書 156 頁 資料ո「国立大学法人お茶の水女子大学 規則」 

お 75～77 頁 「 プロジェクト」］ 

 

研究 ト ーク 

2020 年、IGS の研究者は、 ルウェー、オーストリ 、フランス、イ リス、 、 国、 、イ
ンド シ 、 イ、オーストラリ 、 リカ、カナダにある 26 もの教育研究機関の 30 名の研究者
らと研究交流および 同研究を った。 

そして 2020 年度は、新型コロナ感染 ⼤のため、実 的に海外への が難しい中、オンラインを
⼤ 活 し、以下の国際 同研究プロジェクトが実施された。ま ルウェーリ ー カウンシルの

国際 同研究 成 INTPART の により 2019 年から開始された IGS と ルウェー 学 ⼤学
NTNU ジェンダー研究セン ーとの 同研究プロジェクトでは、オンラインでの国際 同シンポジ

ウムを開催し、また IGS および NTNU の研究者が Routlege から 定の の 同 をする ン
ロジープロジェクトも進 している。IGS が イの ジ ⼤学 ⼤学 AIT とすでに 19 年も継

続的に実施している国際教育交流プログラム AIT ワークショップ は、2020 年度は新型コロナ感染
⼤の影響で実施できなかったが、 ジ の 世代ジェンダー研究者の 成や ットワーク構 をめ し、
AIT と IGS の 同オンラインシンポジウムを開催した。 

［参照：本報告書 79～100 頁 「国 研究 ト ーク」］ 
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ェミ ム理 の 点・ 国際 会ジェンダー 研究 ジェンダー ジェン
ダー 会 学 国際 会ジェンダー である。 

また所 教 指導のもと、5 の ⽣が 前期課 ジェンダー 会 学 開 ・ジェンダー
コース を修 した。 

［参照：本報告書 101～106 頁 「 プロジェクト」］ 
 

 

国際的学 ジェンダー研究 23 は 2019 年 12 ⽉に開催した IGS 国際シンポジウム トランス
ジェンダーが うてきたこと ・ ・ イデン ィ ィ での を まえ、同題 で 集を

だ。今 では、シンポジウム登壇者による招待 に え、初の みとして にて 集
を った。そのほかに ろ⼦ ⽣の 集を 、また世界各地からの の中から

な 査を て 可となった 、そしてジェンダー研究の動向を⽰す を している。
本 は 2020 年 7 ⽉に された。 

集・ 理 では、 ・ の ⼊のほか、所 研究者らの や、主催シンポジ
ウムやセミナーの関 の ⼊を進めた。また、ジェンダー研究所 以来の事業 の ⼦ プロ
ジェクトも き続き実施されている。 成後には、本学にお る⼥性学・ジェンダー研究の を⼀
できるようになる。昨年より開 した ジェンダー研究 イトでは、各 への DOI
を したことによってこれまでの への クセスがさらに容易になったほか、 フ ームや

要 の など、 ジェンダー研究 への を する 者に必要な が本 イトに集 さ
れている。 

会 の では、⼀ 開のセミナー・シンポジウム等開催による事業成果 会 のほか、所
研究者は、 外国 や 機関、また⾮ 利 からの 等を 的に き 、またその
成果が新 ほか ディ に多数 されるなどして、各々の研究成果の 会 に めている。 

［参照：本報告書107～112 頁 「学 成 の 」 113～116 頁 「 料 子 web 」 117～119 頁 「 」］ 

 

事業  

ン ジ  

2020 年度は新型コロナ感染 ⼤のため、イ ントはオンラインでの開催を なくされたが、主催国
際シンポジウム 2 、主催 IGS セミナー10 、主催 IGS 研究会 1 を開催した。シンポジウムは、

INTPART プロジェクト ルウェー 学 ⼤学ジェンダー研究セン ーと IGS による国際 同研
究プロジェクト と AIT ワークショップ ジェンダー研究所と イの ジ ⼤学 ⼤学 AIT
との 携により実施している国際教育プログラム という、ジェンダー研究所が ってきた国際研究交
流の実 を として開催したイ ントである。また IGS セミナーは、 任 ・ 任リ ー フェロ
ーらが、各 の の研究成果と国際的な ットワークを⽣かして したものである。 

ルウェーのジェンダー 等の りようの 的 、フィールドワークを主 とする国際教育交流
の 、⽣ ART の デー の のインフラストラク ーとしての活 、 国移

理 ジーム下で される移 とその の 会 間、 精⼦・ ⼦による くりとドナ
ーリン ング、 ージ ・ウルフのフェミ ム、 事 者のディーセントな のた
めのインド シ にお る 事 者の 、 本の⼤学で外国 の⼥性教 が するイン ーセ
クショナルな 題など、 ー の⼀ からは、ジェンダー研究の学際性が⾒て取れる。 

オンライン開催であったことから、国内外から例年を える多数の 者を えることができ、国内
外の研究 ットワークの構 とジェンダー研究の に することができた。 

［参照：本報告書 41～74 頁 「国 ン ジ ー」］ 

 
プロジェクト 

海外から 名な研究者を招聘することが主眼である 招聘教授プロジェクトは、新型コロナウイル
ス感染症の世界的な流 の影響により を なくされた。年度 中で教育 的の海外招聘へのビ

は 段の事 対 となり⼊国 による は されたが、パンデミック状況の継続は
招聘交 の難しさの要 となっている。 

［参照：本報告書 156 頁 資料ո「国立大学法人お茶の水女子大学 規則」 

お 75～77 頁 「 プロジェクト」］ 

 

研究 ト ーク 

2020 年、IGS の研究者は、 ルウェー、オーストリ 、フランス、イ リス、 、 国、 、イ
ンド シ 、 イ、オーストラリ 、 リカ、カナダにある 26 もの教育研究機関の 30 名の研究者
らと研究交流および 同研究を った。 

そして 2020 年度は、新型コロナ感染 ⼤のため、実 的に海外への が難しい中、オンラインを
⼤ 活 し、以下の国際 同研究プロジェクトが実施された。ま ルウェーリ ー カウンシルの

国際 同研究 成 INTPART の により 2019 年から開始された IGS と ルウェー 学 ⼤学
NTNU ジェンダー研究セン ーとの 同研究プロジェクトでは、オンラインでの国際 同シンポジ

ウムを開催し、また IGS および NTNU の研究者が Routlege から 定の の 同 をする ン
ロジープロジェクトも進 している。IGS が イの ジ ⼤学 ⼤学 AIT とすでに 19 年も継

続的に実施している国際教育交流プログラム AIT ワークショップ は、2020 年度は新型コロナ感染
⼤の影響で実施できなかったが、 ジ の 世代ジェンダー研究者の 成や ットワーク構 をめ し、
AIT と IGS の 同オンラインシンポジウムを開催した。 

［参照：本報告書 79～100 頁 「国 研究 ト ーク」］ 
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